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ファミサポ通信「さぽーとi」は岩沼市ファミリー・サポート・センターが発行する機関紙です。

春の訪れが待ち遠しい今日この頃ですが皆様が良き春をお迎えになりますよう心よりお祈り申し上げます。

会員の皆様には日頃よりファミリー・サポート・センター事業へのご理解とご協力をいただき、心より感謝申
し上げます。体調を崩しやすい時期でもありますので、どうぞご無理のないようお過ごしください。
本年も安心してご利用いただけるよう努めてまいります。

自分の子どもが小さい
時とは違うんだなぁと
再認識。これからも時
代に合ったやり方を
アップデートしていき

たいと思います。

自分の子どもを岩沼で育てましたが、
沢山の地域の方々に支えられて子育て
ができたと感じています。これからは
自分も子育てママさん、子ども達の応
援ができればいいなと思っています。

子育て支援について関わりたい思い
はあるものの、今は自分の子育てす
る上で少しでも知識を持ちたいと思
い参加させていただきました。知識
を得ることで日々の子育てに少し安
心感を持てるような気がします。

受講された方に
感想を聞きました！

延べ104名の方が受講されました。今後のボランティア活動や子育てに役立てていただければと思います。

昨年10月16日から11月７日までの間、
「子育て応援者養成講座」を開催し
ました。（12講座／11日間）

子どもの救急法を実技で学べた。
大人とは違う方法、注意点を知
ることができました。目の前に
したらとても焦ると思うので、
２～３年に一度は講習を受けて
いざという時対応ができるよう
にしたいと思います。

子どもの身体の特徴や感染症予防が具
体的に知れました。今流行している疾
患について症状を知り、悪化の可能性
なども考えながら対応が必要と思いま
した。言葉にできない子どもたちの変
化や普段との違いを保護者の方から情
報をもらうことも大切と感じました。

協力会員の方の活動を直接拝聴し、
実際の様子がよく分かりとても参
考になりました。保護者の方々、
子ども達と信頼関係を築き、成長
を喜び、一緒に楽しみながらやり
がいを感じていらっしゃるのが強
く印象に残りました。

中学生の授業で妊婦疑似
体験があることはいいで
すね。これからの時代み
んなで子育てできる社会
になりますよう、私でも
できる事を探していきた
いです。

子どもにとって遊びとは楽しいというこ
とから始まり、成長のために重要な学び
となるもので大人の働きがけが大切だと
いうこと、認知能力を身につけていくた
めに欠かせないことだと学びました。手
作りおもちゃの紹介と製作は発想豊かで
楽しいものでした。



ファミリー・サポート・センターはお子さんを「預けたい方」（依頼会員）と「預かることができる方」(協力会員）が
それぞれ会員になって、地域で子育てをサポートする相互援助活動（有償）です。利用するためには会員登録が必要で
す。今すぐ利用予定のない方も急な利用に備えて事前に登録しませんか？ただいま会員募集中！

依頼会員：市内に居住もしくは勤務されている方で、概ね2ヶ月から小学６年生までのお子さんがいらっしゃる方。
協力会員：岩沼市内にお住いの２０歳以上の方で、「子育て応援者養成講座」「ファミリー・サポート・センター登録

必須講座」両修了証をお持ちの方。
＊有資格者（保育士・幼稚園・小学校教諭・看護師）で直近5年以内に3年以上の現場経験がある方、
他市町村でのファミリー・サポート・センター事業の経験者は事務局までご相談下さい。

両方会員：依頼会員と協力会員の両方を兼ねることができる方。

ファミリー・サポート・センター事業に関する質問や登録に関することは, 
お気軽に事務局にお問合せください。

岩沼市ファミリー・サポート・センター事務局
（岩沼みなみプラザ 子育て支援センター内）
〒９８９－２４４５ 岩沼市桑原4丁目6番７０号
電話 0223-36-8763 Fax 0223-25-1737

ファミリー・サポート・センター事業を利用する際の費用について一定の要件を満たす場合には償還払いによ
り無償となる場合があります。主な要件は「保育の必要性についての事前認定」及び「保育所等の待機児童で
あること」等です。詳しくは利用申し込みの前に子ども福祉課へお問い合わせください。

子ども福祉課（０２２３－２３－０８２６）

① 登録変更手続きについて
住所・電話番号の変更、お子さんの入園や進学・転園など所属の変更、勤務先などの変更がありましたら
事務局まで速やかにご連絡ください。

② 退会届について
転居やお子さんが小学校を卒業した場合など、今後ファミリー・サポート・センターの利用がなくなる時に
は退会届が必要となります。また、協力会員として活動がむずかしくなった場合も事務局まで速やかにご連
絡ください。電話でのご連絡でも結構です。

③ 電話連絡について
土日祝日で預かりが確定している場合に限り、緊急で事務局に連絡が必要な時にはファミサポの携帯へご連
絡ください。 ０８０－１６６０－１０７１

事務局からのお願い

依頼会員さんへ
「援助活動日」が決まったら、事務局に電話をください！報告せず
に実施された援助活動は、保険が適用されません。お子さんと協力
会員さんの安心安全な活動のためにも連絡を忘れずにお願いしま
す！キャンセルの場合も必ずご連絡ください。

会員募集中

会員数（R７年12月末現在）
依頼会員 200 名
協力会員 53 名
両方会員 23 名

合計 276 名

ご利用いただいている依頼会員Oさんの声

・協力会員さんとはどんな関係を築けていると思いますか。
おじいちゃんおばあちゃんの様に子ども達は思っています。子どもも気になったことを聞いてみたりしている
ので安心して話せる存在になっています。私も子育てや日常生活の相談をできる大切な方々です。信頼してお
世話になってます。

・ファミリー・サポート・センターを利用した後、お子さんの様子はいかがでしたか。
親より余裕のある対応をしてくださるので、子ども達はいつも会うのを楽しみにしています。お世話に
なった後は楽しかったといろいろ話をしてくれます。心豊かになったように思います。

・これから協力会員として活動を考えている方へ
住んでる地域で身内以外に見守ってもらったり、子育てに協力してくれる人がいると安心して子育てができま
す。親の安心は子どもの安心に繋がります。協力会員さんのサポートによって私のように思う方も多いのでは
ないかと思います。ご協力どうぞ宜しくお願いいたします。

Oさんは小学生の姉妹のお子さんを持つお母さんです。協力会員さんの温かい手助け・応援により、気持ちも前向きに子育てを
頑張っておられます。このような地域ぐるみでの子育てが、これからの社会でより求められていくのではないでしょうか。

保育の無償化を受けるためには償還払い請求の手続きが必要です
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